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ごとに，実況中継の言葉に反応し目を合わせてきた
り Th の実況中継を訂正するかのように Cl の想像して
いる設定を Th に話したりするなど，Cl から Th に働
きかける場面も増えてきた。また，Th と一緒に遊び
たいという気持ちが感じられるようになった。このこ
とから，Th が Cl の身体表現を言語化することで，互
いの受容と理解が深まり双方向的なコミュニケーショ
ンを促すことになるのではないかと考えた。
　本研究では，プレイセラピーの内容や関わりを検
討し，「なぞり技法」の有用性や限界について考察す
る。また，遊戯療法における「なぞり技法」と「逆模
倣」について比較検討していく。

２．事例概要
（１）対象児―自閉スペクトラム症男児Ａ（筆者担当
開始時４歳11か月）
（２）研究対象期間とセッション数：Ｘ年３月～Ｘ年
12月（計20回）
（３）治療構造

１．はじめに
　マクマホン（2000）は，「なぞり技法」とは「アク
スラインの原理に似た非指示的な原理を使っており，
あまり経験のないワーカーが安心して従事するために
ピニーが簡単にした反射的傾聴技法を含んで」おり，
また，「なぞり（re-capping）」とは「遊びの中で大人
が子どもの行為を声に出して述べることで，一種の実
況中継である。」と記述している。アクスラインの非
指示的遊戯療法については，治療者の仕事を「子ども
が言葉や遊びで表現している感情を認識し，子どもが
自分の行動に洞察を得ることができるように，こうし
た感情を反射することである」と述べている。
　筆者（以下 Th ）はＸ年３月から，自閉スペクトラ
ム症児Ａ（以下 Cl ）とプレイセラピーを行った。初
の Cl と Th との関係は Th から Cl へのアプローチが
ほとんどであった。遊びにおいて，Cl は Th と同じ
空間を共有しているが Th のことをあまり意識して遊
ぶ様子はなかった。その中で，Th は実況中継のよう
に Cl の行動を言語化した。プレイセラピーを重ねる
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　週１回50分のプレイセラピー。インテークのみ母親
と母親カウンセラーも含めて４人でのセッション。そ
れ以外は＃８から＃10のプールで行った回を除き，全
て小プレイルームにて１対１で行った。
（４）事例紹介
ａ）家族構成（筆者担当開始時）
　父（42歳），母（39歳），本児（４歳），妹（１歳），
父方祖父（68歳）
ｂ）生育歴・問題歴
　１歳半健診で，多動だと言われる。児童精神科を勧
められ，母子療育教室に通う。２歳半のとき，児童精
神科医に自閉症と診断される。「とうさん」「かあさ
ん」と言い始め，一年間で飛躍的に言葉は増えるが，
保育園に入るまではセリフのおうむ返しが多かった。
この頃から母子分離で泣くようになる。
　年少（３歳児保育）は引き続き母子療育に通い，年
中からはこども園に通っていたが，自分と同じくらい
か小さい子を叩くようになる。また，気に入らないと
手が出たり，邪魔だと他児を押したりする。最近（筆
者担当開始時），「ゴメンネ。」と謝ることができるよ
うになった。
ｃ）知能検査の結果
・田中ビネー知能検査Ⅴ
　年齢＝５歳４ヶ月
　知能年齢＝４歳８ヶ月　　IQ ＝88

３．プレイセラピーの経過及び考察
　Ａ君を Cl ，筆者を Th ，Cl の言葉を「　」，Th の
言葉を＜　＞と記す。

第Ⅰ期（＃１～＃６）＜ Cl が Th に慣れる時期＞
　この期は，Cl が Th に慣れようとする時期である。
＃１では，基本的に Cl 一人で遊びが展開されている。
　Th が Cl の前や横で同じような遊びをしても気にす
る様子はなく，Th を意識していないと思われる場面
も多く見られた。例えば，＃２で Cl は Th が持ってい
る玩具を奪い去った。Cl の視線は玩具にのみ向いて
おり，Th は視界に入っていない様子だった。このよ
うに，Cl が Th を遊びの中で意識することが少なく，
Th が Cl の遊びに参加するのが困難な状況であった。
＃１～＃３において，遊びについてや Cl に対しての
質問・声掛けをしたときには，Cl の反応が得られる
ことは少なかった。一方，実況中継のように Cl の身
体表現を言語化したときには，Cl が楽しそうにする
など表情に変化があった。＃３のエピソードを例に挙
げる。ミニカーを使って箱庭で遊んでいたとき，砂の
中に埋めたレースカーを突然取り出し，車の中に入っ
た砂を出しはじめた。Th が＜いっぱい，お砂が出て
きたね。＞と声をかけたが返事はなく，砂を出し終わ
ると再び埋め始めた。Th は Cl の視線の動きから車の

中から砂が出てくることを楽しんでいるのではないか
と思い，＜さらさらさら，いっぱいお砂が出てきま
す，まだまだ出てきます。＞などと Cl が砂を出す様
子を実況のような言葉にすると楽しそうにしていた。
少し大げさに実況の様なことを続けると，Cl は Th の
方を見ないものの嬉しそうに車を動かすことを繰り返
していた。このことから，Cl は Th が行う実況中継的
な言葉に興味を持ち，耳を傾けていると推察される。
そこで，実況中継的なかかわりを通して Cl との関係
を確立することができるのではないかと考えた。＃６
では「これ，レーザービーム。」と言い，Cl が考える
設定を口に出す場面が見られた。Th の方に体や視線
は向いていないが，Th に対して言っているように感
じられたことから，Cl が Th の実況中継的な言語表現
を受け入れつつあることがわかる。また，Th の存在
を Cl が少しずつ受け入れてきていると考えられる。
　第Ⅰ期の Cl と Th のかかわりは，Th から Cl へのア
プローチがほとんどである。全体的に Cl と Th の目が
合うことや Th の言葉に対して Cl が答えることは多く
はなかった。Cl が新しい場に慣れ，Th という他者と
のかかわりを持ち始めていく時期だと考える。

第Ⅱ期（＃７～＃13）＜ Cl から Th への関わりが増え
る時期＞
　この期は，Cl から Th への関わりが増えていく時期
である。＃７以降，Cl が Cl の頭の中の設定を Th に言
葉で伝えることが増えた。Cl の伝え方も，独り言のよ
うな言い方ではなく，「これはね，○○なんだよ。」
と Th に向けての言葉が増えた。Th が Cl の行動を言
語化するのを Cl が楽しんでいると感じられた。そし
て，Cl が話した設定を Th が反映させてさらに実況を
行う。それが誘因となって，Cl は自分の中での設定
などを言葉で表現したのだろう。また，Cl の設定と
違うことを Th が言った時には，訂正するように「こ
れは，○○だよ。」と言った。Th の言葉を全く気に
していないならば Cl は Th の言葉を無視し，訂正する
こともないと思われる。Cl は Th の実況を受け入れ，
Cl の想像の世界をその実況に反映させたいという感
情があるからこそ言語として表出したのであろう。
　また，Cl から Th への要求や主張が増えた。＃７～
＃13を通して，主張をする時は，多くが言葉で表現
されるようになった。＃11では，Cl の手元の玩具を
見て，Th が実況をしていた。Cl は，Th に「見て。」
と玩具を見せて，「面白いのになった。」と言い Th の
注意を向けさせた。Th が＜本当だ。面白いのになっ
たね。＞と返すと，Cl は「うん。おねえさんもやって
いいよ。」と玩具を差し出した。このセッションまで
に，Cl と Th が同じものに注意を向けることはあった
が，Cl からはっきりと Th に対して注意を向けるよう
に促したのは初めてだった。また，＃12で Cl はわざと
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箱庭の砂をこぼして Th の様子をうかがった。Th の声
かけに Cl が注意を向けるだけでなく，Th という他者
の注意を自分に向けさせたいという気持ちが生まれて
きたのだろう。加えて，＃12では靴下に砂を入れる遊
びが行われた。Cl が何度か繰り返す中で，Th も Cl と
一緒に靴下に砂を入れた。このとき，Th が Cl の動き
を模倣することについて，Cl が関心を持っていたよう
に感じられた。＃13では感情の表現もみられた。だれ
かがプレイルームの外の廊下を走る足音が聞こえたと
き，Th が＜おねえさんはびっくりしちゃった。Ａく
んはびっくりしたかな？＞と言うと Cl も「びっくり
した。」と言った。この場面では，Cl が Th の言葉を
そのまま返しただけとも考えられるが，Cl は再び足
音が聞こえた時に「びっくりした。びっくりしちゃっ
たねー。」と Th に同意を求めた。本当にびっくりし
ていたことが Cl の表情からうかがえ，Cl の様子から
も Cl が自分の感情を理解していると感じられた。
　第Ⅱ期は，Cl と Th でイメージを共有して遊ぶこと
ができるようになってきた時期である。また，Cl から
言語表現の表出がなされるようになった。このことに
より，少しずつ Cl の内部の世界を Th が知ることがで
き，Th の Cl に対しての理解も深まったと考えられる。

第Ⅲ期（＃14～＃20）＜遊びのやりとりを通して Th
と Cl の関係が深まる時期＞
　第Ⅲ期は，双方向的なやりとりが深まった時期であ
る。Cl が自分の気持ちを言葉にすることも増えてきた。
　この期では，Th は身体表現の言語化に加え，Cl の
気持ちに近いような部分は可能な限り Cl に確認を取
りながら言葉にしていった。＃17では，Cl が終わり
の時間に「もう終わっちゃったの？短いよ。」としき
りに言っていた。これは，Th の声かけではなく Cl が
自発的に Th に言ってきた言葉である。Th が＜もう
終わっちゃたね。楽しかったから，すぐ終わっちゃっ
たね。Ａ君，楽しかった？＞と聞くと，Cl は「楽し
かった。次はいつなの？」と聞いてきた。
　Cl が自分の気持ちを言葉で表現することと，「なぞ
り技法」の関わりについて，ピニー（1986）はボビー
の発達の記録の中で「私たちが彼に向って『あなたは
イライラしてきたようね』となぞっていたように，
『ぼくイライラしてきた』などと自分の精神状態を言
葉で追いかけ始めた」と述べている。Th が Cl の気持
ちを想像し，確認しながら言葉にしていくことを続け
たことによって，Cl からも Cl 自身の気持ちを言葉に
表すようになったのではないかと考えられる。
　加えて，Cl 主導の遊びではあるが，Th の方からも
遊びに積極的に参加しようと試みた。例えば，＃14
からは，Th から Cl へ意図的に要求・お願いをした。
＃19では，遊びの中で Th のお願いに対して Cl は「い
いよ。」と許可するだけでなく，「待ってて。」と自

分のして欲しいことを Th に言葉で伝えた。これらの
エピソードが示すように，Cl は自分のしたいことや
して欲しいことを Th に言葉で伝えることが増えてい
る。また，Cl が反射的にではなく考えた上で Th の提
案を受け入れることもあった。さらに，Th が Cl に聞
く前に「砂入れていいよ。」と Th の方に恐竜の口を
差し出した。以前は，Th から Cl に対して許可を求め
ていたが，この回では Cl 自ら Th に対して行動を示し
たのである。このことから，Cl が Th という相手を意
識して遊んだり Th に対しての気配りをすることがで
きるようになってきていると考えられる。
　また，Th から Cl や Cl から Th へのコミュニケー
ションが行われるようになっただけでなく，やりとり
として続くことが増えてきた。＃17では，Th の使う玩
具を気にするようになるなど，Th に対しての関心が
より強まっていると捉える。加えて，気にするだけで
はなく，Th の返答に対してさらに返答をしている。
Th から Cl や Cl から Th といった一方的な声掛けや一
言だけの会話ではなく，やりとりとして続いていた。
これは，Cl が自分の考えを言うだけではなく，Th の
反応に対しても意識を向けることができるようになっ
たからだと考える。靴下に砂を入れる遊びでもやり
とりが行われた。Th の靴下は，ひざ下まである長い
もので Cl は Th の靴下を見ると「長っ�」と笑った。
Th が＜Ａ君の靴下も長いよ。＞というと「二人とも
長い�」と言い，Cl と Th で笑った。Th の靴下は毛糸
のような素材の少し隙間のあるものだったため，砂が
もれてきた。Th はそれを Cl に説明して砂を戻した。
Cl は「穴あいてるの!?」と Th の靴下をまじまじと見た
後，Th と目を合わせて笑った。＜Ａ君の靴下には砂が
いっぱい入ってるね。＞と指をさして言うと，もう砂
が入っていない Th の靴下の先をかがんで見て，「穴あ
いて砂がこぼれたとか，おもしろ。おれのは出てこん
よ。」と言った。このときには，会話をした方が自然
だと感じられたため，実況的な言葉はあまりなかった
ように思われる。このように，Cl からの表現が増え，
Th と Cl のコミュニケーションが生まれたことで，
Th の実況中継的な言語表現はかなり減っている。こ
れは，Th の Cl に対しての理解が深まったことで判断
材料が増えたことが要因の一つとして考えられる。
　この期は，遊びをより深く共有し，Cl と Th がより
近いイメージを持って遊ぶことができるようになって
きた時期であると考えている。また，Cl が自分の思い
を言うのみならず，他者の反応にも注意を向けること
ができるようになってきている時期であるとも言える。

４．遊戯療法における「なぞり技法」についての考察
ａ）遊戯療法における「なぞり技法」と「感情の認知
と反射」について
　まず，「なぞり技法」と「感情の認知と反射」がど
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のようなものかを述べ，その違いを考える。
　マクマホン（2000）によれば，「なぞり技法」とは，
「アクスラインの原理に似た非指示的な原理を使って
おり，あまり経験のないワーカーが安心して従事する
ためにピニーが簡単にした反射的傾聴技法を含んで
いる。彼女（1983）が使い，教えているのは『なぞり
（re-capping）』で，これは遊びの中で大人が子どもの
行為を声に出して述べることで，一種の実況中継であ
る。」加えて，「アクスラインのやり方に近づくと，
行為と同様に感情がなぞられる。」と記述している。
「なぞり技法」では，Cl の行為の他に Cl の考えを言葉
にすることがある。これについて，ピニー（1986）は
「『ことばによるなぞり』に私の解釈を加えていたか
のように，したがって私の原則に違反していたかのよ
うにみえますが，実際には，私は彼が考えていること
がわかっていてそれをなぞっていた」と述べている。
　次に，「感情の認知と反射」についてである。アク
スライン（1972）によれば，感情の認知と反射とは，
「治療者は，子どもの表現している気持を油断なく認
知して，子どもが自分の行動の洞察を得るようなやり
方で，その気持を反射」することである。また，「気
持を認めることと，気持を解釈するということは別の
事柄です。しかし，それを区別するのはむずかしいこ
と」だと述べる。これについて，「子どものあそびは，
その子どもの気持を象徴しているのであって，その象
徴的な行動をことばに翻訳しようとするときには，い
つも解釈していることになります。というのは，子ど
もが行為にして表現しているものについて治療者が考
えている事柄を述べるからです。」と記述している。
また，マクマホン（2000）はアクスラインの原理に基
づく非指示的遊戯療法について「子どもが気づいてい
ない感情に到達することと，その感情を意識化して取
り扱うことに効果がある可能性がある」と考えている。
　これらのことから，「なぞり技法」と「感情の認知
と反射」の違いとは，「なぞり技法」は子どもが気づ
いている感情を取り扱い解釈はしないが，「感情の認
知と反射」ではさらに上の段階として子どもが気づい
ていない感情を取り扱い少なからず解釈をする可能性
があるという点にあるのではないかと考える。
　次に，「なぞり技法」と「感情の認知と反射」につ
いて Th の働きかけの変化を中心に考察する。
　第Ⅰ期では，Th は主に玩具など Cl が動かすものに
ついて実況している。Cl から反応はあるが，何を考
えてその行動を行っているのかはまだ分からない時期
である。そのため，Th は目に見える Cl の行動や物の
動きを実況している。目に見える Cl の行動や物の動
きというのは，例えば＃３において Cl が車を箱庭に
埋める様子をみて Th が＜ホイールローダーが，レー
スカーを（砂に）埋めます。＞と言ったようなことで
ある。このとき，Cl は楽しそうにしていたが，Th は

その楽しそうな様子については実況していない。この
ように第Ⅰ期では，Cl の表情を見ているが，感情な
どを言葉にしていない。以上のことより，第Ⅰ期の実
況では，行為の言語化が行われていると考える。
　第Ⅱ期では，目に見える玩具の動きだけではなく，
Cl の行動についても言語化している。Cl が考えてい
る設定や自分の行動を言語化することも増えてきてい
る。＃11では，Th が Cl や Th 自身の行動を実況してい
ると，「あ，標識をもってくる。工事現場の標識をこ
こにおく。」と Cl も自分がすることを言葉にした。こ
のように，Cl が Cl 自身の行動や思いを言葉にするよう
になり，Th の実況は Cl の考えている遊びの設定を使
うことが増えた。また，＃13では，Th の問いかけに対
して Cl は「びっくりした。」と答えた。このように，
第Ⅱ期の終盤には感情の言語化も行われている。その
場の状況や Cl の表情から判断しており，Cl が驚いてい
るのは明らかだった。加えて，遊びの中での感情の言
語化ではない。そのため，解釈を加えていない感情の
言語化であり，「なぞり技法」の範囲であると考える。
　第Ⅲ期については，＃17を例に考察する。終わ
りを惜しむ Cl に Th は＜Ａ君，楽しかった？＞と
聞き，Cl は「楽しかった。」と答えた。ここでは，
Th が Cl に確認の言葉をかけている。＃18や＃19では
そのような確認の言葉はなかったが，Cl が自分自身の
感情を言語化している場面があった。このことから，
第Ⅲ期は第Ⅱ期の関わりに比べると，アクスラインの
やり方に近づいてきているのではないかと考える。し
かし，感情の言語化が含まれているとはいっても，
Cl の表情や言葉から Cl 自身が気づいていない感情では
ないと考えられる。遊びの中の気持ちを言語化してい
るのではあるが，Cl の感情を解釈しているというより
も Cl の気持ちを認めるような関わりだと考える。以上
のことより，Ａ君とのプレイセラピーにおいて Th の
関わりは，第Ⅰ期では Cl の行為を言語化する「なぞり
技法」であったものが，第Ⅲ期には感情の言語化を含
んだ「なぞり技法」に変化しているのではないかと推
察する。また，アクスラインの「感情の認知と反射」
に近づきつつあると考える。Th が行う「なぞり技
法」は回を重ねるごとに玩具などものの動きの言語化
から Cl の行為や目に見えない事柄についての言語化
へと進んでいくと思われる。そして，Cl は感情の言
語化へと移行していくのではないかと考えている。
ｂ）なぞり技法の有用性
　なぞり技法の有用性について，Th 側と Cl 側それぞ
れの側面から考察する。
　まず，Th に対して有用であると考える点を述べる。
　一つ目は，Th と Cl が関わりをもつことが困難な状
況や Cl からの情報が少ない中でも行えるという点で
ある。初期の遊びでは Cl が Th のことを意識していな
いと思われる場面が多く見られ，遊びに参加するのが
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困難だった。このような状況でも，「なぞり技法」は
行える。また，Cl が何を考えているのか分からなく
ても，言葉によって「なぞる」ことができる。ピニー
（1986）は，ボビーと関わり始めた頃のことについて
「彼の言葉にならない発音ではほとんど何を言ってい
るかわからなかったのです。けれども，彼にとってリ
アルで十分な意味があったわけで，私がそれを何であ
るか理解することは重要なことではありません。重要
なことは私の全神経が彼に向けられているのだとボ
ビーに知らせることでした。」と述べている。Ａ君の
場合も，初期には特に独り言のような言葉など Th が
聞き取れないことがあったが，Th によるその行動の
言語化によって Cl と Th の関係の第一歩が築かれたの
であろう。例えば，Cl が玩具のエレベーターを使う時
に Th が言葉にリズムをつけて実況中継することで，目
は合わなかったが笑いながら Th の方を見る場面もあっ
た。このように，関わりをもつことが難しい状況の中
でも，Cl が関心をもち，Th が使えた手段であった。
　二つ目に，Th が Cl に対して受容し理解しているこ
とを示しやすいということである。Cl の身体表現を
「なぞる」ことで，Th が Cl のことを否定しないとい
うことを示せると推察する。表現される行動をありの
まま受け止めて言葉にすることが，Cl がもっている気
持ち自体を受け容れることに繋がるのではないだろう
か。そして，受容を示すことで Cl が Th に気づきを促
す形で表現するようになり，その結果 Th の Cl に対し
ての理解・洞察が深まるのではないかと考えている。
つまり，「なぞり技法」を使い，Th が行動を許容しそ
の感情を受容していると示すことで，Cl が遊びの中
で表現できる場を作ることができ，Th が Cl の内的世
界を理解することに繋がるのではないかと考える。
　三つ目として，Th は Cl の行動や視線あるいは表情
に常に注意を向けることで，Cl に対しての理解を深
めることもできると考える。「なぞり技法」は，Th に
対して，今ここの Cl へ全神経を集中させることを要
求する。例えば，＃３で Th は Cl の視線の動きから車
の中から砂が出るのを楽しんでいるのではないかと考
え，Cl が砂を出す様子を実況のような言葉にすると，
Cl は楽しそうな表情をした。このように，Th が Cl の
視線の動きや表情に神経を集中させて実況を行うこと
で，Cl が好きな遊びなどの手掛かりをつかめた。＃12
においては，砂が落ちる様子を楽しむと同時に Th の
実況を待つような様子があった。以上より，砂が落ち
る様子を見ることが Cl には楽しいことで，それに対
する Th の実況も Cl にとって意味があったのだろう。
Cl とのプレイセラピーの中でも，Cl の視線の動きや表
情に神経を集中させて実況を行うことが，Th にとっ
て Cl を理解する手掛かりになっていたと思われる。
　次に，Cl に対して有用であると考える点である。
　一点目は，Cl に不安や緊張を与えにくい点である。

高橋（2003）は，玩具の動きをなぞったり擬音で表現
したりすることについて，「焦点を子どもから遊具へ移
すことによって，自分に相談員の関心が集中している
という緊張感から子どもを開放する」と述べている。
滝川（2004）は自閉スペクトラム症児とのかかわりの
むずかしさの一つとして不安緊張の高さを挙げてお
り，「知らない他人の不用意な接近はいっそう不安や緊
張を高めるもので，回避（避難）をひきだしてもふし
ぎはない」と述べている。Ａ君の場合も Th への警戒や
場への不安や緊張が感じられた。＃１では Th が同じ
砂場を使うと Cl は別の砂場に移っていった。第Ⅰ期で
は特に，Cl は Th に背を向けて遊ぶことが多かった。
Th が Cl に不安を与えない距離を模索し保ちながら実況
を行うことで，Cl が実況中継を受け容れると同時に，
Th が少しずつ Cl に近づけるようになったと考える。
　二点目は，Cl が自分の行為や感情に気付くことに繋
がると考える。高橋（2003）は「子どもが自分の行為
に改めて気づく機会をも提供するのではないかと思わ
れる。」と述べている。＃11では，Cl が Cl 自身の行動
を「あ，標識をもってくる。工事現場の標識をここに
おく。」などと言葉にした。このように，Th が Cl の
行動を言葉にすることで，Cl は自分が何をしている
のかを音声として把握できていくのだと考える。そし
て，Cl 自身も自分のしたいことあるいはすることを言
語として表出するようになったのではないだろうか。
　さらに，行動のなぞりだけではなく，感情を言
葉でなぞることにも大きな意味があると考える。
Th が Cl の感情を言語として表現することで，感情
が Cl にフィードバックされる。これは，自閉スペク
トラム症児に対しても有効であると考えられる。ピ
ニー（1986）『ボビー：ある自閉症児の飛翔』の中
で，自分の精神状態を言葉で追いかけ始めたことにつ
いてこのように述べられている。「自分の気持と折り
合えるようになってきたこと，そして他人と付き合う
のに十分な気配りをしていることを意味している。そ
してその動きを言葉に出せると，自分で自分のイラだ
ちを静められるのだ。かんしゃくは言葉が現れるにし
たがって少なくなっていった。」このように，自分の
感情を言葉に出せるようになると，自己コントロール
できるようになっていくのだと考える。＃13でのエ
ピソードを例に挙げる。だれかがプレイルームの外
の廊下を走る足音が聞こえた。Th が＜Ａくんはびっ
くりしたかな？＞と言うと Cl も「びっくりした。」
と言った。再び足音が聞こえた時 Cl は「びっくりし
た。びっくりしちゃったねー。」と Th に同意を求め
た。このように，プレイルーム内での Th の言葉を取
り入れることによってＡ君も感情を言葉にしたことが
あった。Th の言葉により，Cl に感情がフィードバッ
クされたことで，少しずつ感情を言語表現として表す
ようになってきている段階ではないかと考えている。



� 76 �

　特に，自閉スペクトラム症児が自分自身の行動や感
情を理解し，その感情を言葉で表現できるようにな
ることにも重要な意味があると考える。吉井・吉松
（2003）は，「肯定的感情は他者との心的状態を共有
するためのもっとも原初的な形質の一つであると思わ
れる。しかし，自閉性障害児は他者と心的状態を共
有することに困難を持つため，肯定的感情が他者と
の関係を維持し深化させることは難しい。」と述べて
いる。「他者理解，自己理解，感情理解に関する能力
が互いに関係している」ことに加え，「自閉性障害児
において，自己理解の能力が比較的高い者は他者理解
や感情理解の能力も高い」と記述している。そして，
「自閉性障害児の他者理解力を高めるためには，自己
理解や感情理解に関する能力を高めていく教育的支援
が大切」であると考えている。これは，教育的支援だ
けでなくプレイセラピーにおいても同じことが言える
のではないか。自己理解や感情理解ができていない状
態で他者理解をするのは非常に困難だと思われる。
Cl の自己理解や感情理解に関わる能力を高めるもの
として「なぞり技法」が有効であろう。自己理解・
感情理解の発達を促すことが Cl の他者理解の発達を
促す可能性もあると思われる。また，プレイセラピー
では Cl が「楽しい」などの肯定的感情を持つ空間・
状況が生まれやすい。そのため，プレイセラピーにお
いて「なぞり技法」を使用することでさらにその効
果があるのではないだろうか。さらに，刎田・山本
（1991）は，自閉スペクトラム症と診断された子ども
の「“内的”事象を表す言語行動は，私的なものを直
示的に定義することで獲得されたものではなく，言語
コミュニティやその成員によって，適切な状況で強化
された結果として獲得された行動」であると考えてい
る。このことから，Cl が自分の気持ちを言語化しつ
つあることの背景には，プレイセラピーという場を
通して Th が Cl の気持ちを言語化していたということ
があるのではないだろうか。つまり，遊びや Cl の反
応に対して，Th が Cl の気持ちを言語化することで，
Cl の言語反応を強化していたのである。
　以上より，プレイセラピーにおいて「なぞり技法」
は子どもとの関係を築くこと，特に導入期において有
用であると考える。「なぞり」は，子どもが自分自身
の行動を認知していくと同時に「なぞり」を行う大
人の存在を受容していくことに繋がる。また，「なぞ
り」を行う側も子どもに意識を向け続けることによっ
て子どもを受容し理解していくことができると思われ
る。さらに，Th の言葉かけによって Cl の自己理解や
感情理解が促されることで，感情を言語として表出す
ることに繋がっていくのだろう。
ｃ）なぞり技法の限界
　次に，なぞり技法の限界についてである。高橋
（2003）は「遊戯療法の過程で行われていることや子

どもの特徴に応じて，なぞり技法の使用を控えた方が
良い場合もある。」と述べている。具体的には，五点
について記述している。その中でも，このプレイセラ
ピーに関係があると考えられる三点を取り上げる。
　一点目は，「一緒に協力して物を作る作業を行って
いる場合は，なぞり技法を多用するとよそよそしい雰
囲気が生じやすいため，注意した方がいい」というこ
とだ。このプレイセラピーの中でも，同じ作業や遊び
をする時には Th が実況を行わないことがあった。特
に，Cl から Th に話しかけることが増えると，Th が
一つ一つ実況あるいは反射するのは難しい。＃11で，
Cl が玩具を Th の前に差し出し「見て。面白いのになっ
た。」と言った。この言葉に対し，Th は＜面白いの
になったと思っておねえさんに見せているんだね。＞
とはなぞらなかった。Cl が Th に共感をしてほしい
と考えているときや Cl とコミュニケーションがとれ
る場面で Th がなぞるのも疑問がある。このように，
Cl と Th のコミュニケーションが生まれてくると「な
ぞり技法」を使う機会が減少し，わざわざ Cl の行動
を言葉にする必要がないと感じる場面が増える。「な
ぞり技法」はプレイセラピーにおいて，Cl と Th の関
わりが多くなるほど，自然と減少するのである。
　二点目は，「子どもの年齢が高くなれば自分の行為
をひとつひとつなぞられることが，子ども扱いされて
いるようで嫌だったり，うっとおしく感じたりする場
合もあるかもしれない。」ということである。ピニー
（1986）も「私の能力は11歳までの子ども向け」であ
ると述べている。「なぞり技法」は Cl の年齢が高くな
ると，使うことが難しくなるだろう。Ａ君の場合は年
齢も低く，言葉にされる，効果音などを付けられるこ
とが楽しいと感じているようだったため，この点にお
いて問題はなかった。逆に発達の初期段階にある場
合，「なぞり技法」を自閉スペクトラム症児に適用す
ることにおいては制限があるだろう。Ａ君は自閉スペ
クトラム症の中でも高機能の部類に属し，Th の言う
ことの理解ができるために適用できたのである。知的
障害が重度の自閉スペクトラム症であったり，Th の
実況する言葉に全く興味を示さなかったりする場合は
「なぞり技法」を適用することは困難だと思われる。
　三点目は，「なぞり技法を用いさえすれば遊戯療法
がうまく展開するということはあり得ず，子どもの内
界の理解が不可欠である。」ということだ。「なぞり
技法」は Cl の行為を言葉にして示す技法だが，単純
に子どもの行動を言葉にすれば良いわけではない。
Cl の視線や表情に注意を払い，子どもが何を見てい
るのか感じているのかに関心を寄せることが必要と
なってくる。子どもの内界を推測し，Cl を理解しよ
うと努めることが必要であり，声のトーンや言葉の早
さに反映させることが求められる。単に身体表現を言
語化するだけでは，意味がない技法なのである。
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５．遊戯療法における「なぞり技法」と「逆模倣」に
ついての考察
　プレイセラピーの中で靴下に砂を入れる遊びが行わ
れた。この遊びでは，「なぞり技法」と Cl が Th の模
倣をする「逆模倣」の二つが行われた。菊池（2012）
によると，「逆模倣とは Dawson ＆ Adams（1984）に
よる実験で示されている『大人が子どもの行動を模倣
すること』である。」
　他人が自閉スペクトラム症児の行動を模倣すること
の効果について，ドーソン（1994）と菊池（2012）の
文献を参考に記述する。
　ドーソン（1994）によると，「彼らの全般的な社会
的応答性（触る，見つめる，音声，ジェスチャーなど
によって測られる）と集中（実験者への注視の長さに
よる）が，ともに有意な増加を示した。」
　菊池（2012）は，「逆模倣は ASD 幼児の他者への興
味関心を惹きだし，コミュニケーション発達を促進す
る効果が臨床的に認められている」と述べ，「逆模倣
という“自分の行動に時間的なずれがある他者の同じ
動き”に対して ASD 児が関心を向け，それにより他
者に対する基本的なやりとりがより継続的なものへと
発展することにより発達が促される」と考えている。
　以上のことを踏まえ，プレイセラピーでのエピソー
ドをいくつか挙げて考察する。靴下に砂を入れる遊び
は，＃12・＃14から＃16・＃20において行われた。
　この遊びは，Cl が靴下に砂を入れることを繰り返
したのを見て，Th が真似をすることから始まった。
Cl が靴下に砂を入れ，Th も Cl の動きを追うように靴
下に砂を入れた。Th が Cl の行動を模倣することが中
心に行われたこの遊びは，逆模倣に当てはまるのでは
ないかと考える。そして，Th が靴下に砂を入れてい
る時には，Cl の視線は Th の方にあり，Cl が Th の動
きに注意を向けていたように感じた。Th に真似をさ
れることに対して Cl が関心を向けていたと思われる。
　＃16では，Th は Cl の模倣をすることを繰り返した。
Th に模倣されることが Cl の関心を惹き，Cl にとって
一緒に遊びたいという気持ちを誘った要因の一つであ
ると思われる。Cl が Th と目を合わせて「ねえ，また
あれやろう。」とはっきりと言ったように，Cl が Th と
コミュニケーションを取ろうとしていることが感じら
れ，Th に理解できる形で表出された回であったと考え
られる。＃16までにこの遊びが何度か繰り返されてい
たことで，逆模倣的な関わりも繰り返されていた。そ
のことがアイコンタクトといった基本的なやりとりを
促したと考えることができるのではないだろうか。
　＃20では，Cl が Th の靴下を見ると「長っ�」と
笑った。これは，Cl が Th に興味を持っていることを
示すのではないか。また，Cl は「二人とも」と言い，
互いの共通点に目を向けている。さらに，この後「お
れのは出てこんよ。」と言ったことから，Th と Cl の

相違点にも目を向けたと考えられる。＃12では，
Th が Cl に対して＜T君のも○○だね。＞のような言葉
をかけると「そうだよ，○○だよ。」といった返答が
多かったように思える。それが，Th を意識した返答に
なり，Cl が Th に関心を向けていると強く感じられた。
　この遊びでは，Th が Cl の動きを模倣したことか
ら Cl が関心を持ち，遊びが継続されたように思える。
さらに，＃12と＃20を比較すると，やりとりがより継
続したものに発展したと考えられる。このことから，
逆模倣的なかかわりが Cl とのコミュニケーションを促
す要因の一つとなったと思われる。加えて，このよう
な模倣を使ったあそびについてドーソン（1994）は，
「模倣遊びは交流のごく早期の形態であり，それゆえ
に発達の初期段階（１歳以下）にある子どもに最もふ
さわしい方法であると考えられる。このようにして実
施される模倣遊びは，社会的な興味や遊びを育てる最
初の土台となるであろう。それは，役割交代やルール
のあるゲームのような，より高次の社会的基盤にも
なっていくだろう。」と述べる。Ａ君は発達の初期段
階にある子どもに該当しないと思われるが，逆模倣的
な関わりが生まれたことで，Cl と Th の関わりの基礎
的な部分が促されたように感じる。
　さらに，この遊びの中では，＃12において＜Ａくん
の靴下にはまだまだ入っています。＞と Th が言ったよ
うになぞり技法が使われる場面もあった。Th が「な
ぞり技法」を無理に使おうとしたわけではなく，そう
した方が自然だと感じられるときに使用していた。そ
のため，靴下に砂を入れる遊びは，一つの遊びの中で
「逆模倣」と「なぞり技法」の二つが行われていた遊
びであるとも言えるのではないだろうか。二つを行
うことができた理由とは何か，その関係について考
察する。まず，Th がプレイセラピーの中で行ってい
た逆模倣的な関わりは，Th が Cl の行動をよく観察し
ながらそれを模倣していくような形で行われた。つま
り，Cl の行動を Th が行動で「なぞる」ことであると
も考えられるのではないだろうか。そして，「なぞり
技法」とは，Cl の行動を Th が言語でなぞることだと
言える。このことから，Th が使う手法は異なるもの
の「なぞる」という点において共通していると考えら
れるのではないか。また，「逆模倣」では，子どもの
動きをできるだけ忠実に再現していくことが必要だと
考えられる。「なぞり技法」においても，子どもの動
きなどをできるだけ忠実に再現することが求められる
と言える。つまり，子どもの行動などに対して Th が
集中して注意を向けなければ行えないということが
共通点である。また，「なぞり技法」は Th の話すこ
とばをある程度理解していると考えられる子どもに限
られる。しかし，「逆模倣」は乳児や障害の程度が重
い自閉スペクトラム症児にも適用できると思われる。
このように，適用できる範囲に違いはあるものの，
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Th と Cl が関係を築いていく手法として適用できる点
において共通すると考えられるのではないだろうか。
　「逆模倣」と「なぞり技法」の違いについて，
Th が Cl とのプレイセラピーの中で感じたことを一点
挙げる。それは，Th の立ち位置についてである。「逆
模倣」は，Th が Cl の正面など Cl の視界に入らなけれ
ば行えないと感じた。「なぞり技法」については，Cl の
斜め後ろなど視界に入らない位置にいても，遊びを見
ることができて声が届く範囲であれば行えるように感
じた。この遊びでは，Th が Cl の視界に入れている時
には「逆模倣」，Cl が棚や壁を向いていたり動いてい
たりして Th が視界から外れてしまった時には「なぞ
り技法」を使うことが多かったように思われる。
　「なぞり技法」と「逆模倣」について，表にまとめ
た。なお，有用性及び治療上の特徴の項目は，「なぞり
技法の有用性」のところで述べたことも含まれている。

なぞり技法 逆模倣

共
通
点

① Th が Cl の行動を「なぞる」ことをする。
②子どもの行動などに対して Th が集中して注
意を向けなければ行えない。
③ Th と Cl が関係を築いていく手法として適用
できる。

相
違
点

① Th が使う手法
　 Cl の行動を Th が言
語でなぞる。
②適用できる子どもの
範囲
　 Th の言葉をある程
度理解していると考え
られる子どもに適用で
きる。
③適用できる場所の範
囲
　Th は，Cl の遊びや
動きが見える範囲，声
の届く範囲で行える。

① Th が使う手法
　 Cl の行動を Th が行
動でなぞる。
②適用できる子どもの
範囲
　逆模倣は乳児や障害
の程度が重い自閉スペ
クトラム症児にも適用
できる。
③適用できる場所の範
囲
　 Th は，Cl の視界に
入る範囲で行える。

有
用
性
及
び
治
療
上
の
特
徴

　Cl に不安や緊張を
与えにくく，導入期の
関係を築きやすい。互
いの受容と理解が深ま
り、Cl の自己理解・感
情理解が促されると考
えられる。言語的なや
りとりやコミュニケー
ションの発達を促進す
ると考えられる。

　自閉スペクトラム症
児の行動を他者が模倣
することで，社会的応
答性と集中が増加する。
また，自閉スペクト
ラム症児が Th の動き
に関心を向けることか
ら，他者に対する基本
的なやりとりやコミュ
ニケーションの発達を
促進すると考えられる。

　以上のように，「なぞり技法」と「逆模倣」にはい
くつかの共通点があると考える。そのため，違和感
をもつことなくその二つを同じ遊びの中で行うこと
ができたのではないか。そして，言語的な関わり及
び基本的な関わりという二つの側面から Th がアプ
ローチすることが可能となったと考えられる。共通点
がありながらも性質が違う二つの方法を用いること
が Cl と Th の関係を築く上で意味をもったのではない
だろうか。
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